
 

 

①精神科病床数及び入院患者の変化 

 近年は、精神科の病床数を削減し、 

地域へ移行する動きがみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②精神病床の平均在院日数の推移 

 平均在院日数とは、1 人の患者が入

院している日数の平均のことです。 
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資料：病床数―医療施設調査(10 月 1 日)、

入院患者数―病院報告(10 月の平均) 
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資料：病院報告 
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資料：厚生労働科学研究費補助金医療技術評価総合研究事業 

   精神科看護における介入技術の明確化および評価に関する研究 

   主任研究者 萱間真美 （平成16年3月） 

 このように、入院患者数と在院日数が減少してきています。 

その中でも、精神科訪問看護の効果として、入院期間の短縮が見られます。 

 

   

  

 

先日、みんなで取り組む精神科訪問看護セミナー(主催：社団法人日本精神科

看護技術協会)に参加しました。 

 最近は、地域で生活出来るように様々なサポートがあります。 

当院では、デイケアや訪問看護が行なわれていますが、今回は訪問看護の動

向について紹介します。 

 

 



 

地域生活を支える社会資源の１つとして、精神科訪問看護が行う多職種（看

護師・精神保健福祉士・作業療法士）による支援があります。 

当院の訪問看護でも以下のような支援をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

当院の訪問看護の利用による平均入院期間と平均在宅期間は以下のよう

な結果がでています。 

訪問看護利用による比較
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  このように地域や家庭で、患者様・ご家族様が安心して生活出来るよう当

院の訪問看護でも支援させていただいています。 

 

訪問看護を希望される方は主治医または、 

地域生活支援室スタッフまでお気軽にお尋ね下さい。 

 

① 医療面での支え 

 精神的・身体的不調に対して早期対応やアドバイスをします。 

 再発の予防として、服薬管理や定期的な通院ができるように手伝い

やアドバイスをします。 

 自宅で相談をする事ができます。緊急時には電話での相談対応もし

ています。 

 医師、訪問スタッフとの連携により、その人の生活や状態に寄り   

添った治療を行うことができます。 

 

② 福祉（生活等）での支え 

 家族調整や家族対応の仕方やアドバイスをします。 

 手帳や年金等の相談にも対応しています。 

 ヘルパー等の社会資源の紹介やアドバイスをします。 

 

 


